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【請求項１】
　式
【化１】

　（式中、
　環Ａは、置換もしくは非置換のシクロアルキレン、置換もしくは非置換のヘテロシクロ
アルキレン、置換もしくは非置換のアリーレン、または置換もしくは非置換のヘテロアリ
ーレンであり；
　Ｌ１は、結合または非置換のＣ１－Ｃ５アルキレンであり；
　Ｌ２は、結合、－ＮＲ６ａ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（
Ｏ）２－、－ＮＲ６ａＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ６ｂ－、－Ｃ（Ｏ）（ＣＨ２）ｚ２－
、－ＮＲ６ａＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＮＲ６ａＣ（Ｏ）ＮＲ６ｂ－、置換もしくは非置換のアル
キレン、置換もしくは非置換のヘテロアルキレン、置換もしくは非置換のシクロアルキレ
ン、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキレン、置換もしくは非置換のアリーレン、
または置換もしくは非置換のヘテロアリーレンであり；
　Ｒ１は、水素、オキソ、ハロゲン、－ＣＸ３、－ＣＮ、－ＳＯ２Ｃｌ、－ＳＯｎＲ１０

、－ＳＯｖＮＲ７Ｒ８、－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＲ７Ｒ８、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨＮＨ２、
－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８、－Ｎ（Ｏ）ｍ、－ＮＲ７Ｒ８、－Ｃ（Ｏ）Ｒ９、－Ｃ（Ｏ
）－ＯＲ９、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８、－ＯＲ１０、－ＮＲ７ＳＯｎＲ１０、－ＮＲ７Ｃ＝
（Ｏ）Ｒ９、－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）ＯＲ９、－ＮＲ７ＯＲ９、－ＯＣＸ３、－ＯＣＨＸ２、置
換もしくは非置換のアルキル、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、置換もしくは非置
換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非置換
のアリール、または置換もしくは非置換のヘテロアリールであり；
　Ｒ２は、水素、オキソ、ハロゲン、－ＣＸａ

３、－ＣＮ、－ＳＯ２Ｃｌ、－ＳＯｎ１Ｒ
１０ａ、－ＳＯｖ１ＮＲ７ａＲ８ａ、－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＲ７ａＲ８ａ、－ＮＨＣ＝（
Ｏ）ＮＨＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＲ７ａＲ８ａ、－Ｎ（Ｏ）ｍ１、－ＮＲ７ａＲ８ａ

、－Ｃ（Ｏ）Ｒ９ａ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ９ａ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ７ａＲ８ａ、－ＯＲ１０ａ、
－ＮＲ７ａＳＯｎ１Ｒ１０ａ、－ＮＲ７ａＣ＝（Ｏ）Ｒ９ａ、－ＮＲ７ａＣ（Ｏ）ＯＲ９

ａ、－ＮＲ７ａＯＲ９ａ、－ＯＣＸａ
３、－ＯＣＨＸａ

２、置換もしくは非置換のアルキ
ル、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換
もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、または置換も
しくは非置換のヘテロアリールであり；
　Ｒ３は、独立して、水素、オキソ、ハロゲン、－ＣＸｂ

３、－ＣＮ、－ＳＯ２Ｃｌ、－
ＳＯｎ２Ｒ１０ｂ、－ＳＯｖ２ＮＲ７ｂＲ８ｂ、－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＲ７ｂＲ８ｂ、－
ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＲ７ｂＲ８ｂ、－Ｎ（Ｏ）ｍ２、－ＮＲ
７ｂＲ８ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ９ｂ、－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ９ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ７ｂＲ８ｂ、－
ＯＲ１０ｂ、－ＮＲ７ｂＳＯｎ２Ｒ１０ｂ、－ＮＲ７ｂＣ＝（Ｏ）Ｒ９ｂ、－ＮＲ７ｂＣ
（Ｏ）ＯＲ９ｂ、－ＮＲ７ｂＯＲ９ｂ、－ＯＣＸｂ

３、－ＯＣＨＸｂ
２、置換もしくは非

置換のアルキル、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、置換もしくは非置換のシクロア
ルキル、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、
または置換もしくは非置換のヘテロアリールであり；
　Ｒ４およびＲ５は、独立して水素または非置換のＣ１－Ｃ６アルキルであり；
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　Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ６ａ、Ｒ７ａ、Ｒ８ａ、Ｒ９ａ、Ｒ１０ａ、Ｒ６ｂ、Ｒ
７ｂ、Ｒ８ｂ、Ｒ９ｂ、およびＲ１０ｂは、独立して、水素、ハロゲン、－ＣＦ３、－Ｃ
Ｎ、－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、－ＮＯ２、－ＳＨ、－ＳＯ２Ｃｌ、
－ＳＯ３Ｈ、－ＳＯ４Ｈ、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ
）ＮＨＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨ２、－ＮＨＳＯ２Ｈ、－ＮＨＣ＝（Ｏ）Ｈ、－ＮＨ
Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－ＮＨＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＯＣＨＦ２、置換もしくは非置換のアルキル
、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換も
しくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、または置換もし
くは非置換のヘテロアリールであり；同じ窒素原子に結合したＲ７およびＲ８置換基は、
置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキルまたは置換もしくは非置換のヘテロアリール
を形成するように任意選択的に結合してもよく；同じ窒素原子に結合したＲ７ａおよびＲ
８ａ置換基は、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキルまたは置換もしくは非置換の
ヘテロアリールを形成するように任意選択的に結合してもよく；同じ窒素原子に結合した
Ｒ７ｂおよびＲ８ｂ置換基は、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキルまたは置換も
しくは非置換のヘテロアリールを形成するように任意選択的に結合してもよく；
　記号ｎ、ｎ１、およびｎ２の各出現は、独立して０～４の整数であり；
　記号ｍ、ｍ１、ｍ２、ｖ、ｖ１、およびｖ２の各出現は、独立して１～２の整数であり
；
　前記記号ｚは、０～２の整数であり；
　前記記号ｚ２は、１～４の整数であり；
　記号Ｘ、Ｘａ、およびＸｂの各出現は、独立してハロゲンである）を有する、化合物、
またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２】
　Ｒ３は、独立して、水素、ハロゲン、置換もしくは非置換のアルキル、置換もしくは非
置換のヘテロアルキル、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘ
テロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、または置換もしくは非置換のヘテ
ロアリールである、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ３は、水素である、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　前記記号ｚは、１である、請求項１から３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ２は、水素、置換もしくは非置換のアルキル、置換もしくは非置換のヘテロアルキル
、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、
置換もしくは非置換のアリール、または置換もしくは非置換のヘテロアリールである、請
求項１から４のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ２は、置換または非置換のアルキルである、請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ２は、置換または非置換のＣ１－Ｃ６アルキルである、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ２は、非置換のＣ１－Ｃ６アルキルである、請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ２は、非置換のイソプロピルである、請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ２は、非置換のｔｅｒｔ－ブチルである、請求項８に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ４およびＲ５は、水素である、請求項１から１０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｌ１は、結合である、請求項１から１１のいずれか一項に記載の化合物。
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【請求項１３】
　Ｌ１は、非置換のメチレンである、請求項１から１１のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｌ２は、－ＮＲ６ａＣ（Ｏ）ＮＲ６ｂ－である、請求項１から１３のいずれか一項に記
載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ６ａおよびＲ６ｂは、水素である、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｒ１は、置換もしくは非置換のアルキル、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、置換
もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換も
しくは非置換のアリール、または置換もしくは非置換のヘテロアリールである、請求項１
から１５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ１は、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘテロシクロア
ルキル、置換もしくは非置換のアリール、または置換もしくは非置換のヘテロアリールで
ある、請求項１６に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｒ１は、置換もしくは非置換のアリール、または置換もしくは非置換のヘテロアリール
である、請求項１７に記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｒ１は、置換フェニルである、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２０】
　Ｒ１は、－ＣＦ３またはハロゲンで置換されたフェニルである、請求項１９に記載の化
合物。
【請求項２１】
　環Ａは、置換もしくは非置換のアリーレン、または置換もしくは非置換のヘテロアリー
レンである、請求項１から２０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２２】
　環Ａは、置換または非置換のＣ６－Ｃ１０アリーレンである、請求項２１に記載の化合
物。
【請求項２３】
　環Ａは、非置換のナフタレニルである、請求項２２に記載の化合物。
【請求項２４】
　式
【化２】

　（式中、
　環Ａは、置換もしくは非置換のシクロアルキレン、置換もしくは非置換のヘテロシクロ
アルキレン、置換もしくは非置換のアリーレン、または置換もしくは非置換のヘテロアリ
ーレンであり；
　Ｌ１は、結合または非置換のＣ１－Ｃ５アルキレンであり；
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　Ｌ３は、結合、－ＮＲ６ｂ－、置換もしくは非置換のアルキレン、置換もしくは非置換
のヘテロアルキレン、置換もしくは非置換のシクロアルキレン、置換もしくは非置換のヘ
テロシクロアルキレン、置換もしくは非置換のアリーレン、または置換もしくは非置換の
ヘテロアリーレンであり；
　Ｒ１は、水素、オキソ、ハロゲン、－ＣＸ３、－ＣＮ、－ＳＯ２Ｃｌ、－ＳＯｎＲ１０

、－ＳＯｖＮＲ７Ｒ８、－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＲ７Ｒ８、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨＮＨ２、
－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８、－Ｎ（Ｏ）ｍ、－ＮＲ７Ｒ８、－Ｃ（Ｏ）Ｒ９、－Ｃ（Ｏ
）－ＯＲ９、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８、－ＯＲ１０、－ＮＲ７ＳＯｎＲ１０、－ＮＲ７Ｃ＝
（Ｏ）Ｒ９、－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）ＯＲ９、－ＮＲ７ＯＲ９、－ＯＣＸ３、－ＯＣＨＸ２、置
換もしくは非置換のアルキル、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、置換もしくは非置
換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非置換
のアリール、または置換もしくは非置換のヘテロアリールであり；
　Ｒ２は、水素、オキソ、ハロゲン、－ＣＸａ

３、－ＣＮ、－ＳＯ２Ｃｌ、－ＳＯｎ１Ｒ
１０ａ、－ＳＯｖ１ＮＲ７ａＲ８ａ、－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＲ７ａＲ８ａ、－ＮＨＣ＝（
Ｏ）ＮＨＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＲ７ａＲ８ａ、－Ｎ（Ｏ）ｍ１、－ＮＲ７ａＲ８ａ

、－Ｃ（Ｏ）Ｒ９ａ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ９ａ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ７ａＲ８ａ、－ＯＲ１０ａ、
－ＮＲ７ａＳＯｎ１Ｒ１０ａ、－ＮＲ７ａＣ＝（Ｏ）Ｒ９ａ、－ＮＲ７ａＣ（Ｏ）ＯＲ９

ａ、－ＮＲ７ａＯＲ９ａ、－ＯＣＸａ
３、－ＯＣＨＸａ

２、置換もしくは非置換のアルキ
ル、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換
もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、または置換も
しくは非置換のヘテロアリールであり；
　Ｒ３は、独立して、水素、オキソ、ハロゲン、－ＣＸｂ

３、－ＣＮ、－ＳＯ２Ｃｌ、－
ＳＯｎ２Ｒ１０ｂ、－ＳＯｖ２ＮＲ７ｂＲ８ｂ、－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＲ７ｂＲ８ｂ、－
ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＲ７ｂＲ８ｂ、－Ｎ（Ｏ）ｍ２、－ＮＲ
７ｂＲ８ｂ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ９ｂ、－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ９ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ７ｂＲ８ｂ、－
ＯＲ１０ｂ、－ＮＲ７ｂＳＯｎ２Ｒ１０ｂ、－ＮＲ７ｂＣ＝（Ｏ）Ｒ９ｂ、－ＮＲ７ｂＣ
（Ｏ）ＯＲ９ｂ、－ＮＲ７ｂＯＲ９ｂ、－ＯＣＸｂ

３、－ＯＣＨＸｂ
２、置換もしくは非

置換のアルキル、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、置換もしくは非置換のシクロア
ルキル、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、
または置換もしくは非置換のヘテロアリールであり；
　Ｒ４およびＲ５は、独立して水素または非置換のＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ６ａ、Ｒ７ａ、Ｒ８ａ、Ｒ９ａ、Ｒ１０ａ、Ｒ６ｂ、Ｒ
７ｂ、Ｒ８ｂ、Ｒ９ｂ、およびＲ１０ｂは、独立して、水素、ハロゲン、－ＣＦ３、－Ｃ
Ｎ、－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、－ＮＯ２、－ＳＨ、－ＳＯ２Ｃｌ、
－ＳＯ３Ｈ、－ＳＯ４Ｈ、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ
）ＮＨＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨ２、－ＮＨＳＯ２Ｈ、－ＮＨＣ＝（Ｏ）Ｈ、－ＮＨ
Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－ＮＨＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＯＣＨＦ２、置換もしくは非置換のアルキル
、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換も
しくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、または置換もし
くは非置換のヘテロアリールであり；同じ窒素原子に結合したＲ７およびＲ８置換基は、
置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキルまたは置換もしくは非置換のヘテロアリール
を形成するように任意選択的に結合してもよく；同じ窒素原子に結合したＲ７ａおよびＲ
８ａ置換基は、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキルまたは置換もしくは非置換の
ヘテロアリールを形成するように任意選択的に結合してもよく；同じ窒素原子に結合した
Ｒ７ｂおよびＲ８ｂ置換基は、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキルまたは置換も
しくは非置換のヘテロアリールを形成するように任意選択的に結合してもよく；
　記号ｎ、ｎ１、およびｎ２の各出現は、独立して０～４の整数であり；
　記号ｍ、ｍ１、ｍ２、ｖ、ｖ１、およびｖ２の各出現は、独立して１～２の整数であり
；
　前記記号ｚは、０～２の整数であり；
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　前記記号ｚ２は、１～４の整数であり；
　記号Ｘ、Ｘａ、およびＸｂの各出現は、独立してハロゲンである）を有する、化合物、
またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２５】
　式
【化３】

　（式中、
　Ｌ３は、結合または－ＮＲ６ｂ－である）を有する、請求項２４に記載の化合物。
【請求項２６】
【化４】

からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項２７】
　薬学的に許容される賦形剤、および請求項１～２６のいずれか１項に記載の化合物また
はその薬学的に許容される塩を含む、薬学的組成物。
【請求項２８】
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　疾患を治療するための医薬の製造における、請求項１～２６のいずれか１項に記載の化
合物もしくはその薬学的に許容される塩、または請求項２７に記載の薬学的組成物の使用
であって、
　前記疾患は、神経変性疾患、脱髄性疾患、癌、眼疾患、線維性疾患、または糖尿病であ
る、前記使用。
【請求項２９】
　前記疾患は、神経変性疾患、脱髄性疾患、癌、または糖尿病である、請求項２８に記載
の使用。
【請求項３０】
　前記疾患は、神経変性疾患である、請求項２８に記載の使用。
【請求項３１】
　前記神経変性疾患は、網膜色素変性症、筋萎縮性側索硬化症、網膜変性症、黄斑変性症
、パーキンソン病、アルツハイマー病、ハンチントン病、プリオン病、クロイツフェルト
・ヤコブ病、またはクールー病である、請求項３０に記載の使用。
【請求項３２】
　前記疾患は、脱髄性疾患である、請求項２８に記載の使用。
【請求項３３】
　前記脱髄性疾患は、ウォルフラム症候群、ペリツェウス・メルツバッヘル病、横断性脊
髄炎、シャルコー・マリー・トゥース病、または多発性硬化症である、請求項３２に記載
の使用。
【請求項３４】
　前記疾患は、癌である、請求項２８に記載の使用。
【請求項３５】
　前記癌は、多発性骨髄腫である、請求項３４に記載の使用。
【請求項３６】
　前記疾患は、糖尿病である、請求項２８に記載の使用。
【請求項３７】
　前記糖尿病は、Ｉ型糖尿病である、請求項３６に記載の使用。
【請求項３８】
　前記糖尿病は、ＩＩ型糖尿病である、請求項３６に記載の使用。
【請求項３９】
　前記疾患は、眼疾患である、請求項２８に記載の使用。
【請求項４０】
　前記眼疾患は、網膜色素変性症、網膜変性症、黄斑変性症、またはウォルフラム症候群
である、請求項３９に記載の使用。
【請求項４１】
　前記疾患は、線維性疾患である、請求項２８に記載の使用。
【請求項４２】
　前記線維性疾患は、特発性肺線維症（ＩＰＦ）、心筋梗塞、心肥大、心不全、硬変症、
アセトアミノフェン（Ｔｙｌｅｎｏｌ）肝毒性、Ｃ型肝炎肝疾患、肝脂肪変性（脂肪肝）
、または肝線維症である、請求項４１に記載の使用。
【請求項４３】
　Ｉｒｅ１タンパク質の活性を調節するための医薬の製造における、請求項１～２６のい
ずれか１項に記載の化合物もしくはその薬学的に許容される塩、または請求項２７に記載
の薬学的組成物の使用であって、
　前記Ｉｒｅ１タンパク質を、前記化合物もしくはその薬学的に許容される塩、または前
記薬学的組成物と接触させることを含む、前記使用。
【請求項４４】
　前記調節は、阻害である、請求項４３に記載の使用。
【請求項４５】
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　前記活性は、キナーゼ活性である、請求項４４に記載の使用。
【請求項４６】
　前記キナーゼ活性は、自己リン酸化活性である、請求項４５に記載の使用。
【請求項４７】
　前記活性は、オリゴマー化活性である、請求項４４に記載の使用。
【請求項４８】
　前記オリゴマー化活性は、二量体化活性である、請求項４７に記載の使用。
【請求項４９】
　前記活性は、ＲＮａｓｅ活性である、請求項４４に記載の使用。
【請求項５０】
　細胞は、前記Ｉｒｅ１タンパク質を含む、請求項４４に記載の使用。
【請求項５１】
　前記Ｉｒｅ１タンパク質の活性の前記活性は、前記細胞のアポトーシスを増加させるこ
とである、請求項５０に記載の使用。
【請求項５２】
　器官は、前記細胞を含む、請求項５０に記載の使用。
【請求項５３】
　生物は、前記細胞を含む、請求項５０に記載の使用。
【請求項５４】
　前記生物は、前記Ｉｒｅ１タンパク質の活性に関連する疾患を有する、請求項５３に記
載の使用。
【請求項５５】
　前記疾患は、神経変性疾患、脱髄性疾患、癌、眼疾患、線維性疾患、または糖尿病であ
る、請求項５４に記載の使用。
【請求項５６】
　前記疾患は、神経変性疾患である、請求項５５に記載の使用。
【請求項５７】
　前記神経変性疾患は、網膜色素変性症、筋萎縮性側索硬化症、網膜変性症、黄斑変性症
、パーキンソン病、アルツハイマー病、ハンチントン病、プリオン病、クロイツフェルト
・ヤコブ病、またはクールー病である、請求項５６に記載の使用。
【請求項５８】
　前記疾患は、脱髄性疾患である、請求項５５に記載の使用。
【請求項５９】
　前記脱髄性疾患は、ウォルフラム症候群、ペリツェウス・メルツバッヘル病、横断性脊
髄炎、シャルコー・マリー・トゥース病、または多発性硬化症である、請求項５８に記載
の使用。
【請求項６０】
　前記脱髄性疾患は、多発性硬化症である、請求項５９に記載の使用。
【請求項６１】
　前記疾患は、癌である、請求項５５に記載の使用。
【請求項６２】
　前記癌は、多発性骨髄腫である、請求項６１に記載の使用。
【請求項６３】
　前記疾患は、糖尿病である、請求項５５に記載の使用。
【請求項６４】
　前記糖尿病は、Ｉ型糖尿病である、請求項６３に記載の使用。
【請求項６５】
　前記糖尿病は、ＩＩ型糖尿病である、請求項６３に記載の使用。
【請求項６６】
　前記疾患は、眼疾患である、請求項５５に記載の使用。



(9) JP 2015-532287 A5 2016.12.8

【請求項６７】
　前記眼疾患は、網膜色素変性症、網膜変性症、黄斑変性症、またはウォルフラム症候群
である、請求項６６に記載の使用。
【請求項６８】
　前記疾患は、線維性疾患である、請求項５５に記載の使用。
【請求項６９】
　前記線維性疾患は、特発性肺線維症（ＩＰＦ）、心筋梗塞、心肥大、心不全、硬変症、
アセトアミノフェン（Ｔｙｌｅｎｏｌ）肝毒性、Ｃ型肝炎肝疾患、肝脂肪変性（脂肪肝）
、または肝線維症である、請求項６８に記載の使用。
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